
事業所は定員が６名と小規模であるが、かえって職員と利用者の関係が近くなり居こごちが良い。「その人らしく
ゆったりと安心して暮らせること」、「一人ひとりの個性を尊重し、能力を発揮できるよう支援する」ことを理念としてい
る。建物は木造家屋を改修して使用しており、居室は家に居るような雰囲気があり落ち着く。食堂兼居間では、
ゲームに興じる人、ソファでテレビを観る人、アニマルセラピーの猫を相手に遊ぶ人もいるなど、それぞれが気まま
に過ごしている。協力医２名が分担して月４回診察に来ており、訪問看護ステーションとも契約し、看護師が週１回
健康管理を行っており、利用者の急変時には協力医と連携して２４時間対応できる体制になっている。家族が希望
すれば協力医・訪問看護・職員、そして家族の協力のもと看取りまで行うことができる。利用開始時には職員が利
用者を伴ってご近所に挨拶に行き、回覧板を回す際にも職員が利用者と一緒にお隣に行っている。お隣から野菜
が届き、事業所はつきたての餅を近隣に配るなど、地域との日常的な付き合いも活発である。

評価結果市町村受理
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